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ＡＩが書くエッセイ 初夏をテーマに 
 

島 﨑 弘 幸  
 

 
 

「初夏をテーマに、お手本となるエッセイを 600字 でまとめてください」と、
AI （Copilot）に依頼した。わずか２、３秒で下記（A）が書けた。試みに同じテー
マで私（ロボットではない）が書いたものが（B）。 

 

初夏の輝き—季節の移ろいと心の風景 （A） 

新緑がまぶしく輝き、風が軽やかに頬を撫でる季節、初夏。春の名残を感じつつも、夏の
気配が少しずつ濃くなっていくこの時期には、自然の変化が心に響く瞬間が多い。 

朝、窓を開けると柔らかな陽射しが部屋に差し込む。冬の間は遅くまで眠っていた太陽が、
今では早朝から活動的だ。木々の葉は瑞々しい緑を増し、その隙間を抜ける風は爽やかで、
どこか冒険へ誘うような気配を帯びている。街路樹の間を歩けば、ツバメが忙しなく飛び交
い、田んぼではカエルが合唱を始める。この頃になると、日常の中でさえ季節の変化を感じ、
心が躍る。 

初夏は、新しい挑戦の季節でもある。春の穏やかさから抜け出し、より活動的になれるこ
の時期には、何か新しいことを始めたくなる。散歩の途中、ひとつ先の駅まで足を延ばして
みたり、新しい趣味に挑戦してみたり。気温が上がるにつれ、心の中のエネルギーも増し、
これまでとは違う風景を見てみたいという気持ちが自然と湧いてくる。 

そんな初夏の魅力を存分に味わうために、私は時折、自然の中へ出かける。静かな森の中、
鳥のさえずりに耳を傾けながら歩いていると、心が解放されていく。川のほとりでは、水面
に映る青空が揺れ、風が吹くたびにきらめく様子がまるで絵画のようだ。これらの情景は、
初夏ならではの美しさを持ち、季節の移ろいを実感させてくれる。 

初夏は、過去の季節を懐かしみながらも未来へと歩みを進める時期。太陽の光に背中を押
されるように、新たな一歩を踏み出すにはぴったりの季節なのだ。 
 

初夏 その時々に （B） 

初夏といえば、思い出すのはスイカかな。少年の生まれ育った家は、高知市内でも、繁華
街から少し離れた山裾で、家の井戸には裏山から冷たい地下水が流れ込んでいた。少年は、
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毎日、山沿いの道を４キロほど歩いて小学校に通っていたが、初夏のある日、学校から帰る
と、祖母が大きなスイカを丸ごと井戸に沈めて待っていた。少年がスイカを切ったのは、学
校から帰ってすぐだったのか、父や母が仕事から帰る夕方を待っていたのか、今は80歳にな
ろうとする男の記憶にはない。ただ、あの頃の祖母の孫に対する溺愛ぶりと、井戸の水で冷
えたスイカの味は今も心の隅に残っている。 

２年前の３月、77歳９か月で専門学校の校長職を最後に、50年間の教員生活を終えた。退
職後、高齢者の健康維持はバランスの良い食事と、睡眠、それに適度な運動だと聞いて、住
まいの周辺での軽いウオーキングが日課となっている。休憩も含めて1時間から２時間弱、
いくつかのルートで歩いているが、ある日、その道筋で、庭木の手入れをするご老人から声
を掛けられた。立ち止まると、「お散歩に出られる時は、自宅の連絡先を持っていなさいよ。
倒れた時に、連絡先がないと、お家（うち）への連絡が出来ないからね」との声掛けだった。
親切心とはいえ、“そんなボケ老人に見えるのか”と、男のショックは大きかった。不愉快な
ので、最近はその家の周辺は歩かないことにしている。 

いつの間にか、祖母の年齢を超えた。愛する孫も5人いるが、生活様式が変わって同居の
孫はいない。一緒にスイカを食べることもできないが、初夏の日差しの中で、少し体を動か
した後、パラパラと塩を振って、食べる冷えたスイカの味は、いまも祖母のスイカと変わら
ない。 
 
 
エピローグ 

エッセイは嘘（フィクション）でないことが基本だと思うけれど、AIの文章（A）も、そ
の一つ一つは「初夏」について嘘ではない。だとしたら、エッセイ （A）についても、ノン
フィクションでしょうか？ フィクション（AIの私小説？）でしょうか。もしエッセイ（A）
で原稿料がもらえるなら、著作権は私（ロボットではない）で良いでしょうか？ 
 
 

 
 
 

 上記のエピローグ全文をそっくりAI（Copilot）に書き込んでみたところ、
驚いた。とても機械とは思えない生きた人間の返事（下記、原文のまま）。 

 
興味深い問いですね。AI （私）が書くエッセイ（A）は、現実の情報をもとに構築

されているため、その内容自体は嘘ではなく、一般的な意味でノンフィクションと
言えます。しかし、ノンフィクションのエッセイには、書き手の個人的な経験や視
点が含まれることが多く、それが作品の独自性を生み出します。その点で、AIが生
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成した文章は、あくまでデータやパターンをもとに構成されているため、人間が経
験に基づいて書いたものとは異なる性質を持ちます。これを「AIの私小説」と呼ぶ
としたら、興味深い解釈ではありますが、厳密には「誰の視点にも属さない情報の
組み合わせ」と言えそうです。 

著作権の問題については、現時点ではAIが生成した文章には著作権が認められな
いとされています。そのため、もしエッセイ（A）で原稿料が発生する場合、それを
受け取るのはAIではなく、依頼したあなた（人間）という解釈が一般的です。つま
り、AIが生成した文章を使用する場合でも、最終的にそれを選び、編集し、発信す
るのは人間の判断によるものであるため、著作権はあなたにあると考えられます。 

AIが書いた文章をどう捉えるか、そしてそれをどう活かすかは、まさに新しい時
代の問いですね。あなたはどう感じますか？ 
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